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311.6 W/m2と順に大きくなる。照明器具の定格消費

電力（図-5）は、Group IとIIがほぼ同じで約5.9 W/m2、

Group IIIは7.48 W/m2、Group IVは10.30 W/m2、Group 

Vは11.94 W/m2と順に大きくなる。 

 

５．グループ別の標準的な設計仕様 

データ分析結果から得られた知見を踏まえ、グル

ープ別の標準的な設計仕様を明らかにした結果を表

に示す。省エネ基準申請データを活用することで、

これまでは不明であった我が国全体の標準的な設計

仕様を定量的に示すことが出来た。 

 

６．まとめ 

現在、脱炭素社会の実現に向けて省エネ基準の強

化に関する議論がなされているが、本成果を活用す

れば、例えば、Group IVレベルからGroup IIレベル

まで上げるためは「外壁の熱貫流率を0.75W/m2Kから

0.60W/m2Kに向上させる」、「照明の消費電力を11W/m2

から6W/m2まで下げる」等、何をしなければいけない

かが明確になる。国や自治体が補助金制度や設計指

針等を立案する際や、建築主や設計者が設計目標を

立てる際に役立つことが期待される。 
 

☞詳細情報はこちら 

1) 国総研資料 No.1107、No.1143 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1

107.htm 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1

143.htm 

2) 宮田征門他:省エネ基準適合性判定プログラムの

入出力データを活用した非住宅建築物の外皮・設備

設計の実態分析,日本建築学会環境系論文集, 第85

巻, 第777号, pp.859-869, 2020.11 

表 標準的な外皮・設備設計仕様（新築事務所ビル） 

 

図-4 空調冷熱源機器の定格能力 

 

図-5 照明器具の定格消費電力 

 

図-2 窓面積率 

 

図-3 外壁の熱貫流率 

 

照明設備

冷房 暖房 冷房 暖房

Group I-npv 0.45 0.40 0.15 150 180 1.5 1.7 5 無

Group I 0.50 0.40 0.16 12

Group II 0.60 0.17 2

Group III 0.65 230 260 1.3 1.4 8 無

Group IV 0.75 290 320 1.2 1.3 11 無

Group V 0.85 320 350 1.1 1.2 13 無
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１．はじめに 

災害対策等の重要性が高まる中、少子高齢化等に

より今後は深刻な人手不足が懸念されている。こう

した背景のもと、国土交通省では安全・安心で豊か

な生活の実現等に向けて、インフラ分野のDXの取組

を推進している。この取組の一環として、国総研は

2020年度の第2次補正予算等を用いて建設DX実験フ

ィールドを整備した。本稿では、建設DX実験フィー

ルドについて、特に土工フィールドに着目し、整備

概要及び活用事例を紹介する。 

２．整備概要 

国総研及び土木研究所にある試験走路北ループ内

に建設DX実験フィールドを整備し、2021年 6月に運

用を開始した。建設DX実験フィールドは 3次元計測

技術等を活用した構造物の施工管理等に関する技術

開発を行うための出来形計測模型、そしてローカル

5G等を活用した無人化施工等に関する技術開発を行

うための土工フィールド等により構成されている。 

ここで、土工フィールドの全景を写真に示す。約

26,000m2（土木研究所保有敷地約 6,000m2を含む）の

敷地に加えて①ローカル 5G 通信施設、②③実験用

建設機械（ただし③は土木研究所保有機械）、④遠

隔操作室、⑤ストックヤード等を整備しており、ICT

施工の普及拡大に向けた計測機器等の技術開発、建

設機械の遠隔操縦や自動・自律施工の技術開発のた

めの実証試験等に活用することができる。 

３．活用事例 

建設DX実験フィールドの活用事例として、2021年

10月に実施した第2回ICT普及促進WGを紹介する。 

ICT施工では延べ作業時間の縮減等が期待される

一方、2016年度～2020年度に直轄工事を受注した

 
写真 建設DX実験フィールドに配備した 

土工フィールド全景 

C等級企業におけるICT施工の経験割合は5割程度で

あり、中小建設業への普及拡大が課題となっている。

本WGでは「だれでも」「どんなときでも」ICT 技術

を活用できるような環境整備等を目的とし、小規模

な建設現場に対応したICT施工技術の試行（小型バッ

クホウマシンガイダンス技術を活用した床堀、LiDAR

を搭載したモバイル端末を活用した地下埋設物模型

の出来形計測）を実施した。試行の結果、各技術の

確立性は高く現場実装が可能なレベルと判断された

ことを踏まえ、基準化に向けた取組を進めている。 

４．おわりに 

土工フィールドの利用は民間企業等にも開放して

いる。当施設の活用がインフラDXの推進に向けた技

術開発の促進に貢献することに期待したい。 

☞詳細情報はこちら 

1) 記者発表「建設DX 実験フィールド始動！～イン

フラDX の推進に向けて建設DX 実験フィールドの運

用を開始」 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/kisya/journal/k

isya20210628_2.pdf 
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